平成26年度　研究会報告(2015-4)
転がり軸受寿命研究会（第2種,第10年度,主査 似内昭夫）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに，試験方法や寿命計算式などについても包括的な検討を行っている． 

　これまでに得られた低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下の寿命データから，粘度などの性状が同一である潤滑油Aと代替油Bを用いた実験において，潤滑油の銘柄が異なることにより，寿命分布の傾向に差違が生じている可能性が示唆されたため，データの蓄積を進めている．本年度は，代替油Cを用いた9.8kNの荷重水準の試験を完了し，引き続き6.4kNの荷重水準の試験を開始した．これらの取り組みにより，潤滑油が寿命分布に及ぼす影響を、異なる荷重水準において確認していく予定である．また，転がり軸受の損傷事例を整理することを目的として，実験的研究以外の活動についても検討を進めている．
平成25年度　研究会報告(2014-4)
転がり軸受寿命研究会（第2種,第9年度,主査 似内昭夫）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに，試験方法や寿命計算式などについても包括的な検討を行っている． 
　これまでに得られた低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下の寿命データから，粘度などの性状が同一である潤滑油Aと代替油Bを用いた実験において，潤滑油の銘柄が異なることにより，寿命分布の傾向に差違が生じている可能性が示唆されたため，データの蓄積を進めている．来年度は，代替油Cを用いた6.37kNの荷重水準の試験により，潤滑油が寿命分布に及ぼす影響を異なる荷重水準において確認すると同時に，各試験実施機関における潤滑油の管理方法などについても調査する予定である．
本年度は準備が整わず，研究会を開催できなかったが，来年度は早期に研究会を開催し，上記の実験的研究以外の活動にも取り組んでゆく予定である．
平成24年度　研究会報告(2013-4)
転がり軸受寿命研究会（第2種,第8年度,主査 似内昭夫）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに，試験方法や寿命計算式などについても包括的な検討を行っている． 
　これまでに得られた低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下の寿命データから，粘度などの性状が同一である潤滑油Aと代替油Bを用いた実験において，潤滑油の銘柄が異なることにより，寿命分布の傾向に差違が生じている可能性が示唆された．本年度は，前年度に引き続き，既に終息している最初の潤滑油Aに近い組成を有する代替油Cを用い，9.81kNの荷重水準のもとで実験を進め，約170個の寿命データを蓄積し，寿命分布の特徴を精査した．来年度は，6.37kNの荷重水準のもとで代替油Cによる実験を開始し，異なる荷重水準において潤滑油が寿命分布に及ぼす影響について調査する予定である．
本年度の研究会は2012年12月に開催した（通算15回）．また，学会誌トライボロジストの58巻，3号（2013年3月号）に研究会報告「転がり軸受寿命計算式の変遷（1）～（3）」が掲載された．
平成23年度　研究会報告(2012-4)
転がり軸受寿命研究会（第2種,第7年度,主査 岡本純三）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに試験方法についても検討することを目的として2005年6月に学会から認可を受け，同年7月から活動を開始した．
　これまでに得られた低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下の寿命データから，粘度などの性状が同一である潤滑油Aと代替油Bを用いた実験において，潤滑油の銘柄が異なることにより，寿命分布の傾向に差違が生じている可能性が明らかになってきた．2011年度は，既に終息している最初の潤滑油Aに近い組成を有する代替油Cを新たに導入し，9.81kNの荷重水準のもとで実験を進め，約70個の寿命データを蓄積した．今後は，現在までの寿命データの解析を進めると同時に，代替油Cによるより低い荷重水準での実験についても検討を行う予定である．

2011年度の研究会は2012年3月に開催し（通算14回），主に上記の実験結果に関する議論を行った．また，昨年度までの調査結果に基づいてまとめられた「転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷概要」が近日中に日本トライボロジー学会誌に掲載される予定である．
平成22年度 研究会報告(2011-4)
転がり軸受寿命研究会（第2種,第6年度,主査 岡本純三）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子との関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに，試験方法についても検討することを目的として，2005年6月に学会から認可を受け同年7月から活動を開始した．
　寿命試験については，2010年度は昨年度に引き続き低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下で荷重9.81kNの試験を実施し，データ量が充分であると判断されたことから本シリーズの実験を終了した．これまでの試験において，同じ粘度の潤滑油でも銘柄が異なる場合に寿命結果ならびに部品の破損割合の傾向に差が認められたことから，旧銘柄と組成の近い新しい潤滑油を用いた試験について検討し，来年度から実施することとした．
2010年度の研究会は，2010年10月と2011年3月の計2回（通算11回）開催し，これまでの実験結果に関するまとめを行なったほか，新しい実験シリーズで採用する潤滑油の検討，前年度から学会誌に投稿する準備を進めてきた調査結果「転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷」の仕上げ作業，これまでの実験から得られた転がり軸受の寿命に及ぼす荷重と潤滑油の影響についてのまとめ作業などを行なった．
平成21年度　研究会報告（2010-4）
転がり軸受寿命研究会（第2種,第5年度,主査 岡本純三）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに試験方法についても検討することを目的として2005年6月に学会から認可を受け，同年7月から活動を開始した．
　2009年度は，低粘度油（ISO VG10）による潤滑条件下で6.37kN及び7.84kNの試験に引き続き実施している9.81kNの試験においてデータを蓄積した．2008年度までの結果で認められた潤滑油の銘柄による寿命の差違を9.81kNの荷重条件下で再度検証したところ，現銘柄のデータは旧銘柄のデータより短寿命の傾向であり，中央寿命値比で前者は後者の約40%であった．今後は現銘柄と異なる組成ながら同一の粘度を有する新しい供試油を導入して追試験を行う予定である．

2009年度の研究会は2009年10月，2010年3月の計2回（通算9回）開催し，上記の実験結果に関する議論と並行して，転がり軸受の寿命計算式とその規格の変遷に関する調査結果の検討を行った．同調査結果については，「転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷概要」として近日中に日本トライボロジー学会誌に投稿する予定である．
平成20年度　研究会報告（2009-4）
転がり軸受寿命研究会（第2種,第4年度,主査 岡本純三）：
本研究会は，転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として，共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに試験方法についても検討することを目的として2005年6月に学会から認可を受け，同年7月から活動を開始した．
　これまで実施された6.37kN，7.84kN及び9.81kNの3通りの荷重条件について，低粘度油（ISO VG10）による潤滑時の試験結果をまとめた結果，低荷重側では潤滑油の銘柄による差が現れ，高荷重側ではそのばらつきが小さくなっている可能性が示唆された．現在は，同一銘柄の潤滑油を用い，6.37kN及び7.84kNの試験に引き続き，9.81kNの試験を行っている．
2008年度の研究会は2008年10月，2009年3月の計2回（通算9回）開催し，上記の実験結果に関する議論と並行して，転がり軸受の寿命計算式とその規格の変遷に関する調査結果の検討を行った．同調査結果については，「転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷概要」として研究会外にも公開する予定であり，完成の際には日本トライボロジー学会誌に投稿する方向でまとめの作業を進めている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

平成19年度研究会報告（2008-4）
転がり軸受寿命研究会（第2種,第3年度,主査 岡本純三）：
本研究会は、転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として、共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに試験方法についても検討することを目的として２００５年６月に学会から認可を受け、同年７月から活動を開始した。

　前年度から継続中の転がり軸受寿命に及ぼす潤滑油の低粘度・低荷重の実験（荷重6.37ｋN,回転数2000rpm、潤滑油ISOVG10）を２００７年３月で終了したが、その結果から、寿命に対する潤滑油の効果が荷重に影響されるという疑念が高まったため、４月からより高い荷重7.84ｋNによる実験を開始して継続中である。

研究会は２００７年10月、２００８年２月の計２回開催し、上記実験の他に以下の二つのテーマも具体化した。

（１）転がり軸受の寿命試験に対する方法を検討して、統一的考え方をまとめる。

これについては、「転がり軸受寿命試験マニュアル」を「トライボロジー」誌に投稿し、５３巻３号、４号及び５号（２００８年）に掲載されることが決定した。

（２）転がり軸受の寿命計算式とその規格の変遷について調査する。

これについても調査結果は「転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷概要」としてまとめ、完成の際には日本トライボロジー学会誌に投稿する方向で作業を進めている。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

平成18年度研究会報告（2007-4）
転がり軸受寿命研究会（第2種,第2年度,主査 岡本純三）：
本研究会は、転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として、共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関する実験的研究を行なうとともに試験方法についても検討することを目的として平成１７年６月に学会から認可を受け、同年７月から活動を開始した。

　前年度から継続中の転がり軸受寿命に及ぼす潤滑油の低粘度・低荷重の実験（荷重6.37ｋN,回転数2000rpm、潤滑油ISOVG10）を平成１９年３月で終了し、４月から、荷重7.84ｋNで行うこととした。

研究会は平成18年４月と９月、平成19年２月の計３回開催し、上記実験の他に以下の二つのテーマを具体化した。

①転がり軸受の寿命試験に対する方法を検討して、統一的考え方をまとめる。

②転がり軸受の寿命計算式とその規格の変遷について調査する。

上記①については、「転がり軸受寿命試験マニュアル」（18頁）の原案を作成したので、細部の修正を行った後に編集委員会の承認を得て学会誌に投稿する計画である。②についても、「（仮）転がり軸受疲れ寿命計算式の変遷概要」（約11頁）としてまとめられつつあり、完成の際には学会誌に投稿する方向で作業を進めている。
平成17年度　研究会報告（2006-4）
転がり軸受寿命研究会（第2種,第1年度,主査 岡本純三）：
本研究会は、転がり軸受寿命と影響因子の関係把握を目的として、共通のテーマによる寿命試験を実施し，転がり軸受寿命に関するデータの収集・解析を行なうとともに試験方法の改善や効率化などについても検討することを目的として平成１７年６月に学会から認可を受け、同年７月から活動を開始した。

　現在、転がり軸受寿命に及ぼす潤滑油の低粘度・低荷重の実験（荷重6.37ｋN,回転数2000rpm、潤滑油ISOVG10）を行っており、実験終了には長期間を要するので来年度末を目途に報告できるよう実験中である。

研究会は平成１７年７月と１２月に２回開催し、上記実験のほかに、短期間で行なえる以下のテーマを考えている。

①転がり軸受の寿命試験の統一的考え方を浸透させる必要があるため、一般論としての寿命試験方法の検討を行なう。
②転がり軸受の寿命計算式、規格の変遷についての検討を行なう。
研究会発足から日も浅く現時点では具体的な成果は得られていない。
